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『GS1 による商品コード、商品情報の標準化の動向』 
―商品コードとその属性情報の精度向上の取り組み― 
 
発表要旨 
 通信販売の多くの企業では個社別に商品マスターを管理しており、商品マスターの共同 
利⽤は⾏われていない。国外では商品識別、商品情報について、ダイレクトマーケティング 
にかかわる企業も含めたサービスが利⽤されている。国際的な標準化機関である GS1 で 
は、商品コードと事業者の紐づけ、商品の属性情報の公開の利⽤が始まっている。 
 本発表は、ＧＳ1 による標準の２種類のサービスについて⾏う。 
 １つ⽬は、Verified by GS1 である。GS1 の管理する商品コード GTIN が、世界規模でユ
ニークネスを確保できているかどうかを確認するサービスである。併せて、商品コードの利
⽤者企業や消費者は商品名称など基本情報を、GS１のサイトを通じて知ることができる。 
 ２つ⽬は、GDM である。GDM は、Global Data Model の略称で、基本的な商品情報、
地域レベルで共有が必要な情報を登録しているデータベースである。世界の有⼒な商品メ
ーカー、⼩売業で利⽤が進められている。特に、イーコマースでも関⼼が⾼まっている。 
 以上の仕組みは、マスターデータのデータ精度向上、消費者へのより詳しい情報提供の視
点から、普及が図られているもので、わが国の関係者も知っておく必要がある仕組みと思わ
れる。 
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図 デモ⽤商品コードによる商品情報のスクリーンショット（出典 GS1 Web Site） 


